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 自殺に関する問題は国際的にも重要な公衆衛生的問題である。非致死的な自殺企図歴
は将来の自殺の最大の予測因子であることが多くの研究から明らかとなっており、自殺
予防対策の一つとして、自殺未遂者対策が重要視されている。 
 多くの自損行為患者は救急医療部門を訪れ、それらの患者の自損行為の反復または自
殺のリスクは高いことが報告されている。救急医療現場では、受診患者の帰宅の可否
や、入院などのさらに高度な医療につなげるかどうかの判断が求められており、短期間
での自殺企図の反復リスクを判断する必要がある。しかしながら、これまでの研究では
長期間での自殺のリスク因子を調査したものが多く、救急医療部門を対象とした1ヶ月以
内の短期間でのリスク因子を調査した研究はこれまで報告されていなかった。そこで、
本研究は、自損行為で救急外来を訪れた患者に関して、1ヶ月および6ヶ月以内の短期間
に自損行為が反復される頻度とそれに関連するリスク因子を検証した。 
 2013年4月1日から2014年3月31日までに国立病院機構熊本医療センターの救急外来を自
傷行為のために受診した患者を受診日から1年間追跡した。評価項目は世界保健機構
(WHO)、アメリカ、イギリス、オーストラリア、日本のガイドラインで提示されている
自殺のリスク因子項目とし、統計解析は95％信頼区間、有意確率を0.05に設定したCoxハ
ザード解析を行った。 
 405例が解析対象となり、自損行為反復の発生率は1ヶ月で6.4 ％、6ヶ月で13.1 ％で
あった。対象者の平均年齢は39.7歳(12歳から88歳)、284例(69.9 %) が女性で、最も多い
自損行為の手段は過量服薬であった。病院滞在中に精神科医の診察を受けた者は302例
(74.6)％で、うち救急外来で精神科医が診察しそのまま帰宅となった症例は65例(16％)で
あった。 
 1か月以内の自損行為反復リスク上昇と関連していたのは、自損行為の既往(HR 3.921, 
95%信頼区間1.427-10.778, p=0.008)、身体疾患の併存(HR 3.825, 95%信頼区間1.366-
10.704, p=0.011)であった。6ヶ月以内の自損行為反復リスクと関連していたのは、生活保
護受給(HR 3.126, 95%信頼区間1.699-5.754, p<0.001)、過去１年以内の精神科入院歴(HR 
2.139, 95%信頼区間1.085-4.217, p=0.028)であった。独居、ならびに、精神科医の診察後
に入院せずに救急外来からの帰宅した例は、は1ヶ月，6ヶ月いずれの自損行為反復リス
クも高かった(前者の1か月以内のHR 0.381, 95%信頼区間0.150-0.967, p=0.042，6ヶ月以
内：HR 0.448, 95%信頼区間0.234-0.857, p=0.015、後者の1か月以内のHR 3.282, 95%信頼
区間1.219-8.840, p=0.019，6ヶ月以内のHR 2.313, 95%信頼区間1.099-4.871, p=0.027)。 
 自損行為で救急外来を受診した患者の、短期間での自損行為反復のリスク因子が明ら
かになった。今後は、これらの因子を、自損行為で救急外来を受診した患者のリスクア
セスメント項目に含め、高リスク患者に対する、より綿密なフォローアッププランを検
討することが必要であると考えられた。 
 本研究は単施設の後方視研究であり複数の限界点があるため、今後は今回検討できな
かった項目を含めた多施設での前向き観察研究が必要である。  
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